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‐７
年
買
い
取
り
価
格
下
落
影
響

２
０
１
７
年
の
太
陽
光
発
電
関
連
事
業
者
の
倒
産
件
数
が
９
月
末
時
点
で
計

６８
件
に
達
し
、
年
間
の
最
多
を
更
新
し
た
。
東
京
商
エ
リ
サ
ー
チ
が
集
計
し
た
。

国
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
で
、
買
い
取
り
価
格
が
段
階
的
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
市
場
拡
大
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か

っ
た
こ
と
が
響
い
た
。
再
生

エ

ネ
導
入
の
動
き
は
世
界
的
に
活
発
に
な

っ
て
お
り
、
今
後
の
推
進
策
が
焦
点
だ
。

こ
れ
ま
で
倒
産
件
数
が

！
さ
ら
に
増
え
る
恐
れ
が
あ

一
の
２
４
２
億
円
を
上
回
る

最
も
多
か

っ
た
の
は
１６
年

一
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
可
能
性
が
あ
る
。

の
６５
件
で
、
更
新
は
３
年

連
続
と
な
る
。

１７
年
は
３

カ
月
分
を
残
し
て
お
り
、

倒
産
し
た
企
業
の
負
債

！　
　
　
　
※
単
価
は
、
１
．
わ
ッ時
当
た
り
の
電
力
会
社
の

総
額
は
２
１
５
億
円
で
、　

・　

　

　

　

買
い
取
り
価
格
。
い
ず
れ
も
税
別

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

閥
讐

工
萩
燐
朝
博
劇
熱
が
細
動
秘
彼
馳
岬
韓
御
搬

度
。
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
後
、
原
発

へ
の

依
存
を
減
ら
す
た
め
２
０
１
２
年
に
始
ま

っ
た
。
再

生
エ
ネ
に
よ
る
電
力
は
、
全
量
を

一
定
期
間
、
同
じ

価
格
で
買
い
取
る
よ
う
大
手
電
力
に
義
務
付
け
て
い

る
。
買
い
取
り
費
用
は
電
気
料
金
に
上
乗
せ
さ
れ
、

企
業
や
家
庭
が
負
担
し
て
い
る
。
地
熱
や
風
力
と
比

べ
て
参
入
が
容
易
な
太
陽
光
に
事
業
者
が
集
中
し
て

い
る
。

同
様
に
最
大
だ
つ

た
16
年

る主な動き

東京電力福島第1原発事
故後、固定価格買い取り
制度が開始

業者の参入が続き、九州
電力が新規受け入れを一
時中断

売電していない事業者は
原則、売電できる資格を
失う仕組み導入。大規模
発電では入札制度を導入

太陽光発電の買い取りを巡

調
査
対
象
は
、
太
陽
光

発
電
の
施
工
や
販
売
を
手

掛
け
る
業
者
の
ほ
か
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
製
造
会
社

な
ど
。
倒
産
し
た
理
由
は

事
業
者
の
半
数
が
販
売
不

振
を
挙
げ
た
。
発
電
に
よ

る
採
算
を
取
れ
な
い
と
判

一
断
し
た
事
業
者
が
、
設
備

！
な
ど
の
発
注
を
控
え
た
と

み
ら
れ
る
。

国
は
再
生

エ
ネ
の
導
入

を
進
め
る
た
め
に
、
固
定

価
格
買
い
取
り
制
度
を
導

入
し
た
。
太
陽
光
発
電
の

事
業
者
向
け
買
い
取
り
価

格
は
、
利
益
が
出
や
す
い

よ
う
‐２
年
度
に
１
ぷ
〕
ッ
時

当
た
り
４０
円
で
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、

‐７
年
度
は
２‐
円

と
半
額
近
く
に
し
た
。

買
い
取

っ
た
分
は
電
気

料
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
こ

と
か
ら
料
金
の
高
騰
を
防

ぐ
た
め
、
買
い
取
り
価
格

は
今
後
も
引
き
下
げ
と
な

る
見
込
み
。

１７
年
度
の
上

乗
せ
額
は
標
準
家
庭
で
月

６
８
６
円
。
将
来
的
に
制

度
自
体
が
見
直
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。

太
陽
光
を
中
心
と
す
る

再
エ
ネ
事
業

へ
の
新
規
参

入
は
１２
年
以
降
、
急
増
し

た
。
東
京
電
力
福
島
第
１

原
発
事
故
が
起
き
た
１１
年

に
設
立
さ
れ
た
電
力
事
業

者
は
７０
社
だ

っ
た
が
、

１４

年
に
は
約
３
３
０
０
社
に

膨
ら
ん
だ
。
買
い
取
り
価

格
引
き
下
げ
で
１５
年
か
ら

減
少
に
転
じ
た
も
の
の
、

‐６
年
も
約
１
８
０
０
社
と

依
然
多
い
水
準
が
続
い
て

い
る
。

太
陽
光
な
ど
再
生

エ
ネ

の
導
入
を
巡

っ
て
、
国
際

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
は
世
界

全
体
に
比
べ
て
日
本
の
伸

び
は
鈍
い
と
予
想
す
る
。

国
は
３０
年
度
の
再
生

エ
ネ

に
よ
る
発
電
割
合
を
全
体

の
２２
～
２４
物
に
引
き
上
げ

る

目
標

を

掲

げ

て

い
る

が
、

一
層
の
導
入
促
進
が

課
題
に
な
り
そ
う
だ
。
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トヨタホンダ社長

女FIけ tも

「Flずっと続ける」

EVレ ース参戦は否定

不
正
検
査
公
表
後
も
４
工
場
で

B徒 卜 !'

記者会見で頭を下 げる 国産

の西川社長 (19日 、横浜 市 )

国
内
販
売
で
新
組
織

来
年
１
月
地
域
別
に
営
業
部

ト

ヨ
タ

自

動

車

は

１２

日
、
国
内
で
地
域
別
の
販

売
戦
略
を
検
討
す
る
新
組

織
を
設
け
る
方
針
を
明
ら

か
に
し
た
。
少
子
高
齢
化

で
国
内
市
場
の
縮
小
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
各
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、
き

め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

案
し
、
販
売
体
制
の
維
持

・
強
化
に
つ
な
げ
る
狙
い

が
あ
る
。
同
日
、
名
苫
屋
市

内
で
開
か
れ
た
国
内
販
売

店
の
会
議
で
表
明
し
た
。

を
示
し
た
。
世
界
的
に
人
気

が
高
ま
る
電
気
自
動
車

（
Ｅ

Ｖ
）
の
レ
ー
ス

「
フ
ォ
ー
ミ

ュ
ラ
Ｅ
」
は

「
Ｆ
ｌ
を
や

っ

て
い
る
間
は
絶
対
に
や
ら
な

い
」
と
参
戦
を
否
定
し
た
。

東
京
都
内
で
の
学
生
向
け

講
演
会
で
述
べ
た
。
ホ
ン
グ

は
２
０
１
５
年
か
ら
Ｆ
ｌ
活

動
を
続
け
る
が
成
績
が
低

迷
。

１７
年
で
英
レ
ー
シ
ン
グ

チ
ー
ム
の
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
と

提
携
を
解
消
し
、
来
年
か
ら

ホ
ン
グ
の
八
郷
隆
弘
社
長

一
は
イ
タ
リ
ア
の
ト

ロ
ロ
ッ
ソ

は
‐８
日
、
自
動
車
レ
ー
ス
の

一
と
組
む
。
八
郷
社
長
は

「
Ｆ

「ワ最咋‐（峰一時中「小学時Ｎて。一萌中鞠呻”浄争卑中『”

兜〕戴時陀輸薇晦争設哺一たっめり続ける」と強調し
ト
ヨ
タ
車
の
販
売
店
は

現
在
、
中
級
車
中
心
の
「ト

ヨ
ペ
ッ
ト
」
、
若
年
層
を

対
象
に
し
た

「ネ

ッ
ツ
」

な
ど
４
系
列
あ
る
。
ト
ヨ

タ
社
内
で
も
各
系
列
こ
と

に
営
業
担
当
組
織
を
設
け

て
い
た
。
今
後
も
４
系
列

は
維
持
す
る
が
、
来
年
１

月
に
社
内
の
営
業
組
織
を

再
編
。
系
列
別
で
は
な
く
、

全
国
を
７
地
域
に
分
け
て

そ
れ
ぞ
れ
営
業
部
を
設
け

る
。
全
都
道
府
県
に
原
則

１
人
の
営
業
担
当
社
員
を

置
き
、
過
疎
地
域
で
は
店

舗
の
集
約
化
も
提
案
す
る

方
針
だ
。

ト
ヨ
タ
の
国
内
の
年
間

販
売
台
数
は
１
９
９
０
年

に
２
５
０
万
台
を
超
え
た

が
、
２
０
１
６
年
は
約
１

６
０
万
台
ま
で
縮
小
。
佐

藤

康

彦

専

務

役

員

は
同

日
、

「こ
れ
ま
で
全
国

一

律
（
の
営
業
）
だ

っ
た
が
、

地
域
に
根
ざ
し
て
や

っ
て

い
く
」
と
語
り
、
中
長
期

的
に

「国
内
販
売
１
５
０

万
台
」
の
維
持
を
目
指
す

考
え
を
示
し
た
。

ト
ヨ
タ
は
今
後
、
販
売

車
種
の
絞
り
込
み
も
進
め

る
見
通
し
だ
が
、
会
議
で

は
具
体
的
な
削
減
計
画
を

明
ら
か
に
し
な
か

つ
た
ｏ

国
産
自
動
車
は
１９
日
、
国

内
に
６
つ
あ
る
完
成
車
の
全

工
場
で
国
内
向
け
車
両
の
出

荷
を
停

ＩＬ

す
る

と
発
表

し

た
。
出
荷
の
停
止
は
２
週
間

程
度
。
無
資
格
者
が
検
査
し

て
い
た
問
題
で
、
国
産
は
国

土
交
通
省
か
ら
９
月
に
指
摘

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
４
工

場
で
無
資
格
者
に
よ
る
検
査

が
続
い
て
い
た
。
校
査
体
制

を
抜
本
的
に
見
直
す
た
め
、

顧
客

へ
の
引
き
渡
し
を
停
１１．

す
る
事
態

に
追

い
込
ま
れ

た
。

（関
連
記
事
１７
面
に
）

‐９
日
に
記
者
会
見
し
た
西

川
広
入
社
長
は

「
再
発
防
止

策
を
信
頼
し
て
い
た
だ
い
た

皆
様
に
深
く
お
わ
び
申
し
■

げ
る
」
と
陳
謝
し
た
。

J経 げんι
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誰
が
ど
う

い
う
独
字
を
北
た
い
の
か
が
決
定
的
な
円
′ｒ
で
あ
る
と
す
る
と
、
経
済
指
傑
や
経
済
統

計
を
見
る
と
き
は
、
世
界
の
経
済
カ
ー
ス
ト
を
兄
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
．

世
界
の
経
済
の
頂
点
に
い
る
の
は
、
欧
米
―
！
―
大
銀
行
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
銀
行
家
で
す
．

そ
し
て
、
そ
の
ド
に
い
る
の
は
、
欧
米
Ｈ
大
銀
行
の
政
取
で
す
．
そ
の
ド
に
は
、
ｌ
Ｍ
Ｆ
、
Ｂ
Ｉ

Ｓ
等
の
回
除
金
融
機
関
が
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
巨
大
投
資
銀
行
政
取
ク
ラ
ス
が
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
序
列
の
下
に
、

エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
、
Ｇ
Ｅ
と
ぃ
っ
た
多
田
符
企
業
が
ず
ら
り
と

並
ん
で
い
ま
す
．

ア
メ
リ
カ
政
府
が
ど
こ
に
位
肛
す
る
の
か
と
い
え
ば
、

―１１
界
的
多
田
符
企
業
肝
の
ド
で
す
≡

次

い
で
、
各
国
政
府
、
日
本
や
ド
イ
ツ
な
ど
の
多
田
紺
企
米
と
つ
づ

い
て
ぃ
き
ま
す
！

こ
の
カ
ー
ス
ト
は
彼
ら
の
年
収
額
で
兄
れ
ば

．
Ｈ
瞭
然
で
す

つ
ま
り
、

ア
メ
リ
ヵ
政
府
が
と

っ
て
く
る
指
標
は
そ
の
Ｌ
に
世
界
の
多
田
付
住
業
が
決
め
、
さ
ら

に
世
界
の
多
回
符
企
業
が
と

っ
て
く
る
独
字
は
世
界
の
銀
行
家
が
つ
く
る
、
と

い
う
構
造
が
出
来
Ｌ

が

っ
て
い
る
わ
け
で
す
「

日
本
田
内

の
経
済
カ
ー
ス
ト
を
も
う
少
し
細
か
く
兄
る
と
、
日
本
の
多
円
縮
往
業
は
日
本
政
府
よ

り
も
少
し
■
の
地
位
に
つ
い
て
い
ま
す
ｔｉ

な
ぜ
な
ら
、
日
本
の
多
田
符
企
業
は
、
世
界
の
多
田
符
企
業
の
子
会
社
で
あ
る
か
、

１１‐
界
の
大
企

業
の
主
要
取
引
先
に
な

っ
て
お
り
、
経
済
カ
ー
ス
ト
上‐せ
‐，‐
位
の
意
向
を
よ
り
反
映
す
る
立
場
に
あ
る

か
ら
で
す
．

日
本
企
業
は
、

い
く
ら
多
田
符
企
業
と
は
い
え
日
本
の
企
業
だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
す

で
に
日
産
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
Ｈ
本
の
多
く
の
多
田
符
企
米
の
大
株
卜
の
多
く
が
肯

い
Ｈ
に
変

わ

っ
て
い
ま
す
．

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
こ
独
年
、
経
団
辻
が
政
府

に
対
し
て
速
は
な
く
庄
力
を
か
け
た
り
、

手
厳
し
く
批
判
し
た
り
す
る
根
拠
も
兄
え
て
き
ま
す
　
彼
ら
は
、
ま
す
ま
す
山
ら
の
ホ
ジ
シ
ョ
ン
に

自
信
を
持
ち
、
政
府
を
は

っ
き
リ
ド
位
と
認
識
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

と
す
る
と
、
日
本
政
府
が
と

っ
て
く
る
桁
肝
は
だ

い
た
い
経
団
連
が
決
め
る
、
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
経
―ヽ１１
連
が
そ
れ
を
決
め
る
と
き
に
は
、
世
界
の
多
田
符
企
業
の
意
向
を
反
映

さ
せ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
「
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新
興
国
を
中
心
に
中
央
銀
行

の
金
保
有
量
が
増
え
て
い
る
。

金
の
国
際
調
査
機
関
、
ワ
ー
ル

ド

・
ゴ
ー
ル
ド

・
カ
ウ
ン
シ
ル

に
よ
る
と
、
保
有
量
は
２
０
１

６
年
ま
で
の
５
年
間
で
約
７
％

増
え
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
通

貨
防
衛
」
。
地
政
学
リ
ス
ク
が

高
ま
る
中
、
通
貨
の
信
用
力
向

上
を
目
指
し
、
中
銀
の
保
有
量

は

一
段
と
増
す
と
の
見
方
が
出

て
い
る
。

保
有
量
は
１７
年
７
月
末
時
点

で
約
３
万
３
４
０
０

ン
ト
で
増
加

基
調
が
続
く
。
調
査
会
社
ト
ム

ソ
ン

。
ロ
イ
タ
Ｉ
Ｇ
Ｆ
Ｍ
Ｓ
に

よ
る
と
、

１６
年
は
７
年
連
続
で

中
銀
に
よ
る
金
購
入
が
売
却
を

上
回

っ
た
。
特
に
購
入
が
目
立

つ
の
が
世
界
第
６
位
の
保
有
国

門
――！
！！
！！――
■

湘
阻
帽

調

る
。
保
有
量
は
２
８
０

ｏ
９

ン
ト

と
、
直
近
５
年
で
２

・
７
倍
に

増
え
た
。
保
有
す
る
の
は
自
国

で
産
出
し
た
金
が
中
心
。

「
米

国
の
状
況
に
よ

っ
て
価
格
が
変

動
す
る
米
国
債
よ
り
も
、
様
々

な
通
貨
に
換
え
ら
れ
る
金
を
好

ん
で
い
る
」

（
マ
ー
ケ

ッ
ト
ア

ナ
リ
ス
ト
の
豊
島
逸
夫
氏
）

ト
ル
コ
は
１１
年
末
、
対
外
収

支
悪
化
な
ど
を
背
景
に
ト
ル
コ

リ
ラ
安
が
進
む
な
か
、
市
中
銀

行
が
中
央
銀
行
に
預
け
る
預
金

準
備
に
金
の
利
用
を
認
め
た
。

中
銀
保
有
量
は
４
８
２

ｏ
９

ン
ト

と
‐２
年

と
比

べ
て
６
割
増

え

た
。
昨
年
末
に
再
び
リ
ラ
安
が

進
ん
だ
際
は
、
エ
ル
ド
ア
ン
大

統
領
が

「
リ
ラ
と
金
を
買
え
」

と
国
民
に
呼
び
か
け
る
ほ
ど
、

で
あ
る

ロ
シ
ア
。
７
月
末
時
点

の
中
銀
保
有
量
は
１
７
２
９

・

４

ン
ト
と
、
１
年
で
１２
％
増
え
た
。

同
国
は
外
貨
収
入
を
原
油
や

天
然
ガ
ス
に
頼

っ
て
お
り
、
資

源
価
格
が
低
迷
す
れ
ば
自
国
通

金
を
重
視
し
て
い
る
。

一
方
、
世
界
第
５
位
の
金
保

有
国

で
あ
る
中
国
は
０９
年
以

降
、
急
ピ
ッ
チ
で
金
を
積
み
増

し
て
き
た
が
、

１６
年
１１
月
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
金
保
有
量
は

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。
背

景
に
は
昨
年
進
ん
だ
人
民
元
安

が
あ
る
。
人
民
銀
は
外
貨
準
備

を
使
い
大
規
模
な

「
ド
ル
売
り

・
元
買
い
」
介
入
に
踏
み
切

っ

た
。
海
外
か
ら
金
を
購
入
す
る

場
合
、
貿
易
決
済
の
た
め
の
ド

ル
を
調
達
す
る
過
程
で
ド
ル
買

い
を
促
す
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
金
購
入
を

一
時
的
に
休
止

し
た
も
よ
う
だ
。

元
安
は
足
元
で
ひ
と
ま
ず
歯

止
め
が
か
か

っ
た
。
中
国
は
再

び
外
貨
準
備
を
増
や
し
、
米
国

貨
の
ル
ー
ブ
ル
も
下
落
す
る
恐

れ
が
あ
る
。
金
は
通
貨
と
違
い
、

国
の
信
用
リ
ス
ク
に
よ

っ
て
価

値
が
左
右
さ
れ
な
い
。
金
を
保

有
す
る
こ
と
で
ル
ー
ブ
ル
の
信

用
力
を
高
め
、
通
貨
価
値
を
守

債
な
ど
の
保
有
を
増
や
し
て
い

る
。
金
保
有
に
つ
い
て
も

「
中

国
は
今
後
着
実
に
増
や
し
て
い

き
、
最
終
的
に
は

（世
界
第
２

位
の
）
ド
イ
ツ
と
同
水
準
と
な

る
３
０
０
０

ン
ト
台
を
目
指
す
」

（サ
ン
ワ
ー
ド
貿
易
の
陳
晃
熙

チ
ー
フ
ア
ナ
リ
ス
ト
）
と
の
見

方
が
多
い
。

１
９
９
７
年
に
起
き
た
ア
ジ

ア
通
貨
危
機
を
経
て
、
新
興
国

は
ド
ル
依
存
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
て
き
た
。
米
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
誕
生
後
、
北
朝
鮮
問
題
を

巡

っ
て
対
立
す
る
中
国
や
ロ
シ

ア
に
と

っ
て
金
保
有
は
米
国
と

の
距
離
を
保

つ
有
効
な
手
段
の

ひ
と
つ
。
世
界
的
な
金
保
有
の

流
れ
は
今
後
も
加
速
し
そ
う

だ
。

る
狙
い
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

を
巡

っ
て
欧
米
諸
国
が
経
済
制

裁
に
踏
み
切

っ
た
の
も
金
買
い

を
促
し
た
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
４
年
９
カ

月
連
続
で
金
を
購
入
し
て
い

月催 |じノ4分

世界 中銀の金購入 は 16年まで 7
年連続で 売却 を上 回 った一 AP

(1～ 6月 )

金保有、5年で7%増
世界の中銀

世界の中銀の金保有量は
増えている

地
政
学
リ
ス
ク
増
通
貨
の
信
用
力
向
上
狙
う

難
民
申
請
が
急
増

今
年
上
半
期
８５６‐
人

口Ｈ
工立

つ
禅
砕
労
日
盟
門

今
年
１
月
～
６
月
末
の

難
民
認
定
申
請
数

（速
報

値
）
が
８
５
６
１
人

（前

年
同
期
５
０
１
１
人
）
に

達
し
た
こ
と
が
１
日
、
法

務
省
の
ま
と
め
で
分
か

っ

た
。
昨
年
１
年
間
の
申
請

数
は
統
計
を
取
り
始
め
た

１
９
８
２
年
以
降
、
初
め

て
１
万
人
を
超
え
た
が
、

今
年
は
そ
の
１

，
７
倍
の

ペ
ー
ス
だ
。

日
本
の
難
民
認
定
制
度

は
２
０
１
０
年
３
月
に
運

用
を
改
正
。
正
規
の
在
留

資
格
が
あ
る
人
が
申
請
す

る
と
、
半
年
後
に

「特
定

活
動
」
の
在
留
資
格
が
与

え
ら
れ
、
就
労
が

一
律
に

認
め
ら
れ
て
い
る
。
難
民

か
否
か
の
審
査
が
長
引
い

た
場
合
に
申
請
者
の
生
活

が
困
窮
す
る
の
を
防
ぐ
人

道
的
な
配
慮
と
し
て
の
位

置
づ
け
だ
。

法
務
省
に
よ
る
と
、
こ

の
運
用
が
き

っ
か
け
と
な

り
、
就
労
目
的
と
見
ら
れ

る
申
請
が
急
増
。

１０
年
に

１
２
０
２
人
だ

っ
た
申
請

者
は
翌
年
以
降
、
過
去
最

多
を
更
新
し
続
け
て
、
昨

年
は
１
万
９
０
１
人
に
の

ぼ

っ
た
。

出
身
国
籍
別
の
上
位
は

ア
ジ
ア
が
中
心
で
、
特
に

ビ
ザ

（査
証
）
の
発
給
要

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
増
加
が
目
立

っ
て
い

る
と
い
う
。

一
方
、
１
月
～
６
月
末

の
難

民

認

定

者
数

は

３

人
。
認
定
は
さ
れ
な
か

っ

た
も
の
の
２７
人
が
人
道
上

の
配
慮
を
理
由
に
在
留
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
法
務

省
幹
部
は

「就
労
目
的
と

み

ら

れ

る

申
請

の
急

増

で
、
本
当
に
救
済
が
必
要

な
人
の
迅
速
な
保
護
に
支

障
が
出
か
ね
な
い
」
と
話

す
。法

務
省
は
１５
年
９
月
か

ら

「母
国
の
借
金
取
り
か

ら
逃
げ
て
き
た
」

「日
本

で
働
き
た
い
」
な
ど
の
正

当
で
な
い
理
由
に
よ
る
申

請
や
、
申
請
理
由
が
前
回

と
同
じ
再
申
請
に
つ
い
て

は
迅
速
に
処
理
。
就
労
な

ど
を
目
的
と
し
て
申
請
を

繰
り
返
す
人
に
は
就
労
や

在
留
を
認
め
な
い
措
置
を

と

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

申
請
数
が
処
理
数
を
大
幅

に
上
回
る
状
況
に
変
化
は

な
い
と
い
い
、
同
省
は
申

請
者
急
増
の
原
因
と
な

っ

て
い
る
特
定
活
動
の
運
用

を
見
直
す
方
向
で
検
討
を

進
め
て
い
る
。【鈴

木

一
生
】
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難民認定申請数の推移

1年間で1万 7000人を
超える見込み
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